
オ ラ ン ダ の 東 南 ア ジ ア研 究

言語地理民族学研究所の業績を中心に-

巾 村 孝 志

周知のようにオランダの東南アジア研究は,戦後ぼ

う大なその海外領土を失い,必然的に方向転換をよぎ

な くされた｡戦争はこの国でも直接間接に若い有望な

多 くの研究者を犠牲にしたし (例えば,歴史の J.C.

vanLeur,1908-1942,B.Schrieke,1890-1945.磨

史考古学の W.F.Stutterheim,1892-1942.言語の
S.J.Esser,1900-44.W.Kern,-1946.らはその一

例)またかりに幸いに生き残ってもかつての職場を失

い,最近は漸 く海外の研究機関に就職して若干の知識

の輸出をおこなっている者 もあるが,それでも研究機

関の減少は多 くの有能な研究者に生活の苦 しみを与え

ている｡加 うるに将来に対する希望を失ったオランダ

の青年たちは,東南アジア研究の意欲を喪失 し志望者

を激減させていることも否定できない事実である｡植

民地高級官吏を養成 していた (これは必然的に専門家

の育成につらなった)ライデン大学 (1876年以降),

ユ トレヒト大学 (1925年以降)以下多 くの養成所は機

能を停止し,多数あったインドネシア地域を対象とす

る研究誌 も読者を失って多 く廃刊に帰 した｡この間に

あって戦後新たに創刊され優秀な研究論文を多 く収載

してその活躍が期待されていた隔月刊の文化誌 Indo-

nesieも刊行10年 (1947-1957)にして惜しくも挫節

したことは,オランダにおける研究活動が著 しく困難

になったことを端的に示 している｡オランダの東南ア

ジア研究が重大な危機に来ていることは否定すべ くも

ない｡

かかる際オランダの研究機関は再編成されて研究方

向を改め,かつての東南アジア一辺倒から熱帯圏ある

いは亜熱帯圏に指標を向け,危機打開を試みたOかつ

てはオランダの植民地研究に参謀本部的役割を果たし

ていた1919年 アムステルダム に設 立 の植民研究所

KoninklijkeVereenlglngt<Koloniaallnstituut"

が,戦 後 (1945-50)いち早 く名称を インド研究所

KoninklijkeVereenigingttlndischlnstituut''に

改め,更に1951年から熱帯研究所 Koninklijklnsti-

tuutvoordeTropen と三転 したのや,あるいはま

た--グのオランダ領インド言語,地理,民族学研究

所 Koninklijk lnstituutvoordeTaaト,Land-

enVolkenkundevanNederlandsch-Indieが,オ

ランダ領インドの名称を除いて広 く一般に言語地理民

族学研究に対象を切換えたこと等はその若干例であ

る｡そしてまた過去において蓄積された層の厚い研究

者の優れた成果を,解説的なかたちであるいはより読

者の多い英語に翻訳して学界に提供 しようとしている

のも,また一つの傾向である｡1950年以来熱帯研究所

内に事務所が 設けられた EditorialCommiteeon

SelectedStudiesonlndonesiabyDutchScholars

(vanLeur,IndonesianTradeandSociety,1955.

B･Schrieke,Indonesian SociologicalStudies,

2Vols.1955-1957.W.Brand-H.∫.van Mook,

TheIndonesianTown:StudiesinUrbanSoci-

ology.1958.∫.L Swellengrebel(ed).Bali:

StudiesinLife,Thollght,andRitual,など日本

でも知られた書が刊行されている),や -～グの言語

地理民族研究所の翻訳叢書,解題叢書などその一例で

ある｡熱帯研究所については,かつて小文ながら紹介

したこともあるので1), ここではオランダにおける東

南アジア研究に大きな寄与をし,現在もなお有力な地

歩を占めている--グの研究所の業績を Bibliogra-

phicalに紹介しつつ,オランダの東南アジア研究の現

状を素描することにする｡

1) 拙稿, ｢王国熱帯研究所｣『アジア経済』2巻 5号

(1961)pp.70-71.
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王国言語地理民族学研究所

研究所は,有名な--グの平和宮からあまり遠 くな

い PietHein Straatの電車路からちょっとはいっ

た vanGalenstraat14にある｡普通家並の一軒で,

番地を求めて捜さなければそれと判らない位の平凡な

建物であるCこれが100年以上にわたって東南アジア

を研究し多大の成果をあげて来たオランダの東洋学が

誇る-牙城とはとても受取られない｡そして研究所と

いっても専任の研究者がいるわけではなく,ただ僅か

に図書室があって研究会員 (内外に約500名)に図書

を貸出し,閲覧を許している位の,外観は大学の図書

室程度の規模にすぎない｡

研究所の成立は1851年6月に遡る｡

当時オランダ領インドには有名なバタビア学芸協会

BataviaaschGenootschapvanKunstenenWe-

tenschappenが出来ており (1778年),やっとこの頃

から学術誌 Tijdschrift voor lndische Taal-,

Land-en Volkenkunde=略称 TBG を刊行できる

ようになり (1853年),そしてまたまもなく1879年か

らはモノグラフの形で紀要 Verhandelingen van

betBataviaasch GenootschapvanKunstenen

Wetenschappen-VBG を発行するようになった｡

(ちなみにオランダ儀インドにおける東南アジア研究

の中心として数々の優秀な論考を発表したこの学会

も,戦後はインドネシアに引きつがれて Lembaga

Kebudajaanlndonesiaと称し, 数回の雑誌刊行を

見た如 くであるが,近年は刊期不定のようであるO)

オランダ本国のデルフトでは海外植民地 と対応し

て,先に植民省長官を勤めたことのあるバウトJ.Ch.

Band,1789-1859首唱の下にデルフト官吏養成所長

シモンズ G.A.Simons,それに同所でジャワ言吾を教

授していたタコ･ロ- ルダ TacoRoorda,1801-1874

らが相寄ってオランダ海外領土,植民地研究のための

-学会の設立が議され,同年8月をもってデルフトに

王国オランダ鎖インド言語,地 理,民族 学 研 究 所

KoninklijklnstituutvoorTaaトLandenVolken-

kundevanNeerlandsch lndieの設立を見 (のち

-～グに移転),東南アジア諸地方の文献 (刊行書,莱

刊文書)を蒐集 し,研究論集を発行し,隣接諸学会と

連係を保ちつつ,海外の研究者と交流を図ることを期

したのである｡

しかし,ここで研究所の沿革史を述べることは本意

でもないので,次に現在の主な事業を中心に説明を加

える｡

まず第--に (I)研究発表方面としてほ,

(1) 研究誌,言語･地理･民族学寄与 (B.K.Ⅰ.)

(2)紀要 Verhandelingen

(3)啓蒙紹介的な BibliographicalSeriesと

TranslationSeries

(4) 慣習法集成 Adatrechtbundels

(5)Anthropologica.

(6) その他研究書

等の発行があり,(ⅠⅠ)文献資料蒐集面としては図書館

の整備,運営があげられる,

1･ 言語地理民族学寄与 Bijdragen totdeTaaト,

Land-enVolkenkunde(vanNederands.ch-1n-

die)-略称 BKI⊂初めはNe8rlandschlndieと称

す〕′S-Gravenhage.

研究所は1853年以来上記の学術研究誌 (B.K.Ⅰ.)

を発行している｡ 初めはオランダ領インドを研究

対象としていたので誌名にもそれを冠 していたが,

1949年,105巻以降はこれを改めて広 くこの方面の

研究論考を登載することとした,しかし,永年の伝

統は依然保持されて,インドネシア関係の論考が極

めて多い,季刊,本年(1964年)をもって120巻を数

える｡近年はあまり長論文はのせぬ方針であるが,

かつては全巻を-論文をもって充当したようなこと

もあった｡例えば,

Dl.9.(1862年),ニューギネア｡民族誌的,自然誌

的調査 (1858年)Nieuw-Guinea,Ethnografi-

schenNatuurkundigonderzochtenbesch-

revenin1858dooreen Nederlandsch lndi_

scheCommissie.bl.1-233.

Dl.33 (1885年),ブラジルとジャワ｡アメリカ,

アジア, アフリカにおける コーヒー栽培報告,

BrazilieenJava.Verslag overdeKoffie-

cultuurinAmerika,Azi台enAfrika.Aan-

gebodenaanZijneExcellentiederMinister

vanKoloniとndoorK.F.vanDeldenLaerne.

bl.1-626.

Dl.43(1894年),南スマトラ法制資料, フアンデ

ンベルグ編訳｡ RechtsbronnenvanZuid-Su-

matra･Uitgegeven,Vertaaldentoegelicht

doorMr.L W.C.vandenBerg.bl.ix+352.
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Dl.48.(1898年),シナにおけるオランダ人, フル

ーネフェル ト, 第1部 シナ貿易最初の努)Jと渉

湖馬の占拠,1601-1624.DeNederlandersin

ChinadoorW .P.Groeneveldt.Eerstestuk.

Deeerstebemoeiingenom denhandelin

ChinaendevestigingindePescadores(1601

-1624).bl.xii+598.

Dl.64.(1910年),アンボン誌, ルムフユース De

Ambonsehistorie- beschrevendoorGeor･

giusEverhardusRumphius.2dln in I,

bl.327.162.

等はそれであり,或いはDl.57(1907年),87(1931

午),91(1934年),93(1935年),96(1938年)の数

冊を充てたへ-レス ･スターベル編のオランダ領イ

ンド外交文書集成 CorpusDiplomaticum Neer-

1ando-1ndicum door∫.E.Heeres-F.W.Stapel

もある｡ちなみにこの外交文書集成の最終巻第6巻

は単行本としてスターベル編で本研究所から刊行さ

れている｡

F.W.Stapel.Dl.ⅤⅠ.1753-1799.DenHaag.

1955.xvi+743bl.編者 へ-レス, 1858-1932
は,マライ群島オランダ人史料集などを編 したハ

ーグ国立文書館に勤務 した植民史々家,また,ス

ターベル,187911957も大冊オランダ領インド史

GeschiedenisvanNederlandschlndi釜.5Dln.

Amsterdam.1938-1940.の編集者,あるいは,

フアンダムの東インド会社誌 PietervanDam,

Beschrijvingevan deOostindischeCom-

pagnie,7dln.1927-1954.(但 し最後の1巻を除

く)の校刊者として知られたオランダ植民史研究

の第一人者であった｡

マライ群島におけるヨーロッパ人活躍の歴史を

述べたティーレ1834-89P.A.Tiele,DeEu-

ropeeersindenMaleischenArchipelの論考

は,今にいたるまで利用度の高い秀作であるが,

これも初め本誌に9回にわたって分載されたもの

であった.全775ページに達する大論文であるが

漸 く17世紀初案,1623年代を述べたところで死亡

のため中絶した｡

その他 ライデン民族博物館長であった H.H.

Juynboll1867-1945の Ramayanaの一部の翻

訳 SargaVIトⅩⅩⅤ も14回にわたって分載され

ているLVertalingvanSargavanbetOud･

javaanscheR云mayana.キールス トラ,1844-

1920のスマトラ西海岸に関する論考も7回にわた

って連載された｡ E.B.Kielstra.Sumatra's

Westkust.

か くて,収載論文約1400は,オランダの誇る東

南アジア研究の宝庫といってもいい過ぎではある

まい,執筆の最も多いのは言語学,仏教学の H.

Kern,1833-1917で全体の8%にあたる110編,吹

が歴史学者 P.A.Leupe,1808-1881の69編,

東に下って36編は19世紀中葉のインドネシア研究

の P.H.vanderKemp,1845-1921.また H.

H･Juynboll,J.Pijnappel,1822-1901.G.P.

Rouffaer,1860-1928.∫.Gonda,1905-(現ユ ト

レヒト大学充文教授)等も多作の方である｡これ

ら雑誌は110巻までの内容目録が利用できる｡

W.C.Muller,Inhoudsopgavevan den

Artikelen in deBijdragen totdeTaaト,

Land-enVolkenkundevan Nederl.Jndi台,

dl･1(1853)-90(1933).DenHaag.1933.

H.vanMeurs.dl.91(1934)-100(1941).Den

Haag.1941.H.C.G.vanRietschoten,dl.101

(1942)-110(1954).DenHaag.1955.

2. 紀要 VerhandelingenvanbetRon.Instituut

=Ⅴ.氏.I.

研究所はまた紀要Verhandelingenをmonograph

で今次大戦直前から刊行し始めたが,戦後は速度を早

め (現在までに42冊),またその内容も必ずしもイン

ドネシア地域に限らなくなったが (今のところ他地域

は2冊),依然として大半はこの地域のものである｡

使用語も近年は英語のものが多 く,発表者もオランダ

人のみでなくなったことも, 雑誌 (BKI)の場合のそ

れと同様である｡

今,紀要のそれぞれを内容によって分類して見ると

(正確に分題できぬが),(1)歴史 13,(2)文学伝説 11,

(3)言語 8,(4)法律慣習 4,(5)民族誌3,(6)先史 2,

(7)地理 1,の順となる｡

歴史の場合その対象地域はジャワ 7,インド3,マ

ライ半島 2,ボルネオ 1,の順であるが,文学,語学

等最近はニューギネア (イリアンバラット)関係が非

常に増加 して5冊を数えている｡これは近年まで帰属

未定で,オランダが管理統治していた間に,多 くの学
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者,宗教家の研究がこの方面に結集されたものと見る

べく今後なお若干の労作が現われるものと期待され

る｡

以下, 紀要のそれぞれについて簡単な説明を加え

/i)っ

H.R.vanHeekeren,Thestoneageoflndo･

nesia.1957.viii1-141blz.〔ⅩⅩⅠコ以下かっこ内

は紀要の番号.

TheBronze-iron ageofIndonesia.1958.108

blz.⊂XXIl〕

インドネシアの史前学ないしは考古学については,

知られるところが甚だ少ない｡ ただ僅かにG.H.R.

YonKamigswald,R.HeineGeldernを初めとする

外国の学者に湿って P.Ⅴ.vanStein Callenfels,

1883-1938.W.J.A.WillemsA.N.∫.Thomassen

aThuessinkvanderHoopらが若干の研究を行な

った位で, まだ概要を記述しうる段階である｡ ファ

ンデルホープがかつて概 説 を記したことがあったが

(GeschiedenisvanNederlandschlndie.Amster･

dam,1938.Dl.1.Deprehistorie.blz.9-111.邦

釈,野原達夫,インドネシアの原始文化,東京),近

年--ケレンが,東南アジア周辺のそれとの関連を見

つつインドネシアの石器時代,青銅器時代の概説を試

みた｡まだ試論の域を出ないかもしれぬが,充分注目

してよいものと思われるっ

歴史時代に入って,欧人渡来以前のインドネシア史

に関するものとしては,

E.∫.van den Berg,ソラの滅亡 Devalvan

Sora.1939.xvi+193blz.〔ⅠⅠ〕

W.F.Stutterheim,マジャバヒトの王 宮 De

Kraton van Majapahit.1948.ix+131blz.

〔ⅤⅠⅠ〕

があるっ

ベルグの著わしたソラの滅亡というのは,マジャバ

ヒト王国第二代の王ジヤヤナガラに対し反逆を企てて

威されたソラの事蹟をうたった KidungSorandaka

の鯛字とオランダ訳である｡原本は永らくその存在が

知られなかったが, N.J.Krom,1883-1945が榔子

葉に書かれたものをバ リー島 で発見, C.C.Berg,

1900-が かつて その研 究をおこなったこともあった

が,(DeMiddeljavaanschehistorishetraditie,

Santpoort,1927).今回初めて全訳がなされたのであ

るO

マジャバヒトに関しては更に一つストソテル-イム

のマジャバヒトの王宮なる好論を産んだ｡マジャバヒ

トの王城は Trowoelan Desa(モジヨケル ト)にあ

ったが,彼はナガラクルタガーマ等を用いてこれの考

証をした,著者ストッテル-イムの死亡は今次戦争の

かもした損失の一つでもあるので,次にその略歴を概

述する｡

彼は1892年ロッテルダムの薬剤師の末子として生ま

れライデン大学に学びRama-LegendenundRama-

Reliefsinlndonesia,Mtincben,1925で学位を得

たが, ジャワに渡って考古局に勤務 (1924-26),の

ちソロ (まもなくジヨクジアに移る)の中学校東洋古

典学科主任に任ぜられた,教科書用に編纂されたイン

ドネシア文化史叢書,三部作 Ⅰ.Hindu'S,口.Het

HinduismeindeArchipel.ⅠⅠⅠ.Delslamenzijn

KomstindenArchipel.(邦訳,高村東介,回教と

蘭印群島,昭和16年 東京)Groningen-Batavia,1932

-35.はその時代の所産である｡ これより先, 彼は絵

で見 る ジャワ文 化史 Cultuurgescbiedenisvan

JavainBeeld,Weltevreden,1926を著わしてい

るOその後バ リ-島に研究旅行をおこないOudheden

vanBali,2dln.1930をはじめ,バリ考古学に関す

る若干の研究を発表したっ 1936年には考古局長に就

任,1940年 InscriptiesinNederlands-Indiさ.dl.1･

を発行,折から成起した太平洋戦争で一時日本軍に抑

留されたが,ボロブ ドール修復の特殊技能をかわれて

解除, 意見書を執筆中1942年9月10日, 脳溢血に興

れた｡ 論考 極めて 多 く (著作 目録は A.∫.Bernet

Kempersの編したものが Oudheidkundigverslag,

194ト1947.blz.23-28.にあるという)その一部は本

研究所翻訳叢書第一にとりあげられ,英訳刊行されて

いるが (後述),小論ながら歴史学界に問題を提起し

た AJavanesePeriodinSumatranHistory,Solo,

1929.25p.について一言述べておくOそれは従来 J･

P.Voge11871-,N.J･Krom らによって, 室利仏

逝のサイレンドラ家が8世紀頃ジャワを征服発展 した

と述べられたに対し,彼は Kedoe発見 (1927)の銅

板刻文 (907A.D.)中に Kalasan碑 (778A.D.)中

の王名と同じものを見出し,この碑中のサイレンドラ

家は Tjanggal碑 (732A.D.)を建てた Sanjaya王

の家系と同じであるとしてジャワサイレンドラ家のス
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マトラ発展説を述べたものであった,これはその後イ

ンドの R.C.Majumdar,フランスの G.Coedbs,

J･Przyluski日本の桑田六郎博士等も加わって有名

なサイレンドラ論争を起こした問題の研究であった｡

オランダの艦隊がインドネシアに最初に現われたの

は1596年でバタビアを根拠地として東亜貿易の開拓に

従事したことは周知のことである｡その際,対支,対

日貿易の一拠点として考慮されたのはマライ半島の中

間,シャム湾に臨む太泥 pataniであった｡東インド

会社 (Ⅴ.0.C.)は17世紀当初からこの地に商館を設け

たが,後年潅湖島,台湾の占領が実現してその意義を

失い撤退するに至っている｡この間の事情を究明した

のがテルブストラ教授 (1884-)の労侃

H.Terpstra,DeFactorijderOostJndiscbe

CompagnietePatani,1938.iv+250blz.〔1〕

で傍証至らざるなき考証には間然するところがないO

なお,教授には東西両インド海岸に会社勢力の確立し

た歴史を究明したオランダ人コロマンデル海岸占拠史

DeVestigingvandeNederlandersaandeRust

vanKoromandel.Groningen1911(°iss.)東イン

ド会社の西岸到来 DeopkomstderWesterkwar-

tierenvandeOosトIndischeCompagnie(Suratte,

Arabi色,Perzie).DenHaag,1918.前インドのオラ

ンダ人 DeNederlandersinVoorJndi毎.Amster-

dam,1947(patria.39).や,近くは Jacob van

Neck,AmsterdamsAdmiraalenRegent,Ams-

terdam,1950.の研究もあるオランダ植民史の研究者

である｡

会社勢力のインド-の確立は,近年さらに会社の未

刊文書を駆使しての梧赦な研究が出現している｡その

一つはルロフス女史のインド西海岸マラデル海岸のオ

ランダ人占拠史 (1603年より1663年まで),

M.A.P.Roelofsz.DeVestigingderNeder-

1andersterKustevanMalabar.1943.iv+

396blz〔ⅠⅤ〕

であり,また18世紀の会社とマイソールの関係を論じ

たのがローハイゼンの研究,

J.vanLcrhuizen,TheDutchEastIndiaCom･

panyandMysore,1961.viii+205blz.〔ⅩⅩⅩⅠ〕

である｡前者は近年マラッカを中心とするアジア貿易

を論じた大著, M.A.P.Meilink-Roelofsz,Asian

TradeandEuropean∫nfluenceinthelndor把Sian

Archipelagobetween1500andabont1630,The

Hague,1962.ix÷471p.(Amsterdam大学diss.永

積昭 書評 東洋学報 Vol.46.pp.133-138,参照)を出

したハーグ文書館勤務の学究である.

17世紀コロマンデルの研究はデリー経済専門学校で

経済史を講じているというライチャウドリー氏の詳細な

論考が出ているo

TapanRaychaudhuri,JamCompanyirュCoro･

mandel,1605-1690.Astudyintheinterre･

lationsofEuropeancommerceandtradi-

tionaleconomics,1962.230p.〔ⅩⅩⅩⅤⅠⅠⅠ〕
本研究所の紀要ではないが,セイロン研究には近年

氏.W.Goonewardena,TheFoundationofDutch

PowerinCeylon,1638-1658.Amsterdam,1958.

xx+196p.や Sinnappah Aasaratnam,Dutch

powerinCeylon,1658-1687.Amsterdam,1958,

XXii十246p.等が刊行になった｡筆者は数年前オラン

ダやイギリスの古文書飽,図書館等でインド,パキス

タン,セイロン出身の青年学徒が,多数孜々として研

鉾に従事している姿に接した｡近年オランダ,イギリ

スで南アジア関係書が多数出版されるのはこのような

事象の成果と考えられる｡

ジャワ史の研究では,マタラム王国の王統を,ジャ

ワ側の史料 (ババット)とポルトガル,イギリス,オ

ランダ等西欧の記録と相対比しながら,鋭意簡明しつ

つある-連の労作がフラ-フ教授によってなされてい

る,ジャワ側の史料には西欧側のそれとは異なった伝

読,時には文学とも見られるものがあり,これをどの

程度史実として解釈するかに問題がある,扱う者によ

り評価はおのずから異なって来ようが,一つの試みと

して問題作といえよう｡

H.∫.deGraaf,DeregeringvanPanembahan

SdnapatiIngalaga,1954.149blz.EXIIIj

DeregeringvanSultanAgung,Vorstvan

Mataram (1613-1645)endievanzijnvoor一

gangerPanembahanS6da-Ing-Krapjak(1601

-1613).1958.xii+308blz.〔ⅩⅩⅠⅠⅠ〕永積昭 書

評 東洋学報 43,(1960).pp.148-152.

DeregeringvanSunanMangku→RatITegal-

Wangi,VorstvanMataram,1646-1677･

dl.1.Deontbindingvanbetrijk,1961Xii

+212blz.〔XXXⅠⅠⅠ〕
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dl.ⅠⅠ.Opstanden ondergang,1962･viii+

214blz.〔ⅩXXⅠⅩ〕

同教授には欧人で一番最初にジャワ国内を旅行し報

告を残 した人として知られているフアンフーンスのマ

タラム王宮遣使記 DevijfgezantschapsTeizenvan

RijklofvanGoensnaarbetHofvanMataram,

1648-1654.Den Haag.1956〔Werk.Linschoten

vereeniging,59コⅩvi+280blz.等, 史料的出版の

はか,インドネシア史概説 Geschiedenisvanlndo-

nesi芭,Den Haag.1949.などの著書もある, もと

インドネシア大学の講師を勤めた学者である｡

東インド会社は1799年多額の借財を残して破産し,

オランダ本国また19世紀はじめにかけてフランス,イ

ギリスに支配され混乱の月日を送ることになる｡東イ

ンド自体は1811年から1816年までの数年間,いわゆる

イギリスの中間統治時代を迎え副総督 Th.Stamford

Raffles,178ト1826の行政をうけることになった｡ラ

ツフルズは前世紀末設立された BataviaaschGenO-

otschapの有力会員として 自らジャワの研究をおこ

ない HistoryofJava,2vols.1817.2nded.1830

を著わしたことはあまりにも有名である｡これの完成

に当たって彼は,イギリス,オランダの多 くの学者を

動員して科学的調査を行ない研究の先鞭をつけた｡

その一つに封建的諸制度を廃止 しようと試みた地租

(landrent)制度の創設がある｡ 土地収入の制度に法

的基礎を与えるため土地占有権の性質を知ろうとして

Mackenzie委員長の下に土地調査を実行 したo かく

て,ラッフルズは土王は一切の土地の最高の所有者で

あり,土着農民は一種の定額小作人,地租納入者と見

るべきであるとの結論に逢 したのであった｡しかし,

この結論は土王の専制政治のおこなわれた侯領地のみ

には妥当したが,その他の地では正当でないとの反論

も出て,その後のインドネシア研究はラッフルズの調

査政策を批判,再批判の形で展開したっ特に近年この

ような問題を中心に数多 く論考を発表している人にマ

ラヤ大学 Bastin教授があるO彼は紀要 ⅩⅠVに,

JohnBastin,Rafflesideason the一andrent

system in Javaand theMackenzieLand

TenureCommission, 1954.viii+193 blz.

〔XIV〕

を発表したが,その他 TheNativepoliciesofSir

StamfordRafflesinJavaandSumatra,0Xford,

1957.xx+163p.や Essayson indonesian and

Malayan History.(Monographson Southeast

AsianSubjectsNo.2)Singapore.x+202p.1961.

などを著わしている｡そしてまた最近は,19世紀マラ

イ群島を中心とする英蘭の閑係を究明する多 くの著作

が,特にイギリス側でなされているが (C.Northcote

Parkinson,C.D.Cowan,NicholasTarling等),

教授はその中心人物の一人と見てよいであろう｡本研

究所紀要にはこれに関するものとして,

Graham lrwin,Nineteenth-centuryBorneo.

AStudyin diplomaticrivalry,1955.xi+

251p.⊂ⅩⅤ〕.
Harry∫.Marks,ThefirstcontestforSinga-

pore,1819-1824.1959viii+363p.〔XXVⅠⅠ〕

がある｡

民族学ないしは民族誌的論考としては

C.Nooteboom,Oost-Soemba.Fenvolkenkun-

digestudie.1940.182t)lz.〔ⅠⅠⅠ〕.

および

HadjiHasan Moestapa,スンダ人の習俗 Over

degewoonteenGebruikenderSoendanee-

zen.UitbetSoendaasch vertaaldenvan

aanteekeningenvoorziendoorR.A･Kern･

1946.xiv+290blz.亡Ⅴコがある｡

ノーテボーム,1906-はライデン大学でインド学を

修め,戦前は東インドで官吏を歴任 したが,戦後はライ

デンやロッテルダムの民族博物館の技官を勤めた人,

東インドネシアが専門で,その学位論文 DeBoom-

stamkanoinlndonesie,1932.は東インドネシアの

独木船についての民族誌的研究である｡-ツサンムス

クパのスンダ人の習俗を蘭訳 したケルン1875-は同じ

くデルフトの官吏養成所を出た後,東インドで官吏を

歴任 した｡後ライデン大学に転 じ,今次戦争までスン

ダ,ブギス,マカッサル語を講じていた｡マカッサル

語,ブキズ語等の文書目録を編 したり,DeIslam in

lndonesie,1948等小篇を著わしたが,近年はスンダ

語オランダ語群典の編纂に専念 していた,

文学ないしは神語伝説の範境に入るものに

F.S.Eringa,LoetoengKasaroeng.Eenmy･

thologischVerbaalnitWesトJava･Bijdrage

totSoendaschetaaトen letterkunde.1949,

vii十394blz.〔ⅤⅠⅠⅠ〕
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A.Teeuw,Hariwansa.Ⅰ.Teksten Critisch

apparaat,102blz.ⅠⅠ.Vertalingenaanteke-

ningen.107blz.19502din.〔ⅠⅩ〕

C.Hooykaas,TheOld-JavaneseR豆mayana

Kakawinwithspecialreferencetothepro･

blem ofinterpolationinKakawins.1955.

64p.⊂ⅩⅤⅠ〕

P.DonatusDunselman,KanaSera.Zangder

Zwangerschap.1955.284blz.〔ⅩⅤⅠⅠ〕

G.W.J.Drewes.Eeれ 16deeeuwseMaleise

vertaling van de Burda van A1-Busiri

(ArabischlofdichtopMohammad).1955.

100blz.〔ⅩⅤⅠⅠⅠ⊃

W.Kern,CommentaaropdeSalasilahvan

Koetai.1956.viii+193blz.〔ⅩⅠⅩ〕

Teukulskandar,DeHikajatAtjeh.1958.205

blz.〔ⅩⅩⅤⅠ〕

E.M.Uhlenbeck-∫.SoegiartoAantekeningen

byTjanTjoeSiem'svertalingvandelakon

KurupatiRabi.1960.viii+67blz.〔ⅩⅩⅠⅩコ

G.W.∫.Drewes,DeBiografievaneeれMi･

nangkabausenPeperhandelaarindeLamp-

ongs.1961159blz.⊂ⅩⅩⅩⅤⅠ〕

C.Skinner,Sja'irPerangMenkasarbyEntji'

Amin.ed.andtransl.1963.vii1-315p.⊂ⅩLコ

等がある｡

ジャワ所伝 Ramayanaの翻訳は,はじめサンスク

リット学者のH.Kernが試み,H.H.Juynboll(東

洋学者 A.W.Th.Juynboll,1833-1887の子)によ

って 継続されて B.K.Ⅰ誌を飾った｡ ユインポルは

Mahabharata,Adiparwa,Wirataparwaなど古代

Java文学研究の権威であるが,また,ラーマヤーナ

textの語嚢を蒐めて本研究所から刊 行 している｡

KawトBalineesch-Nederlandsch glossarium op

hetOud-JavaanscheRamayana.1902.vi+644

blz･近年 ホーイカスが韻文の補入問題をとりあげて

論及 したのが,研究所紀要 ⅩⅤⅠである｡彼は Proza

enPo芭zievan Oud-Java.1933や, マライ文学を

慨述 したOverMaleiseliteratuur.1937.2ed.1947.

Leiden.やしiteratuurinMaleisenlndonesisch.

Groningen-Djakarta.1952.等 で知 られ た現 在

London大学アフリカ,アジア言語研究所に勤務する

インドネシア文学の学者であるC

西部ボルネオカプアス河の中流サンガウ地方に住む

Mualang°ayak(約8千)婚姻の歌を採録,オランダ

訳 した ドゥンセルマンはフランシスコ全土であるが,

彼はまた同部族の慣習法を研究 し,またカプアス地方

の KendajanDayakの言語,慣習等を調査 し,何れ

も近年の B.K.Ⅰ.誌に発表している｡

マホメットのアラビア詩のマライ訳の研究をし,ま

た18世紀末葉スマトラの南部ランボン地方に居住 した

メナンカバウの-胡板商人 NachodaMudaの伝記

(原本は Marsdenの旧蔵,彼の英訳本あり)を蘭訳

した ドレウェス,1899-は東インドで言語官,バクビ

ア法科大学,ライデン大学等でマライ語,イスラム制

度等を講 じたアラビア学者である｡その学位論文,三

人のジャワ師父 DrieJavaanscheGoeroe'S:hun

leveれ,onderrichtenMessiasprediking,Leiden,

1925.viii+214blz.は,近年蘭訳出版になった16世

紀の- ジャワプリンボン (予言書) Eeれ Javaanse

PrimbonuitdeZestiendeeeuw,1954.Leiden.

157blz.と共に,ジャワ人の精神生活,思惟を知るた

めに必読の書である｡

W.Kernの註 したクタイ年代記 Salasilahvan

Koetaiとはボルネオクタイ河流域に栄えた王国の記

録である｡19世紀中葉に筆写されたこの記録は各種の

系統本があり,スヌック･フルフロニ工による若干の

研究が行なわれたが,メースはバタビヤ学芸協会博物

館所蔵のいわゆるベル リン写本を郁字 し,解説を加え

てライデン大学の学位論文にした｡ C.A.Mees,De

KroniekvanKoetai,1935.Santpoort.290blz.ボ

ルネオの言語調査官であった W.Kern(有名な H.

Kernの孫)は諸種の写本を比較 してこれに補注を付

しバタビヤ学芸協会から刊行 しようとしたが,折から

戦争勃発でその意を得なかった,戦後この原稿が本研

究所紀要に収められることになったのであるが,彼自

身は戦争中長崎での強制労働が崇ったものか,戦後ボ

ルネオでの研究再開まもなく,1946年6月,バンジャ

ルマシンで急逝 している｡彼にはまた1740年バタビヤ

華僑の惨殺されたいわゆるシナ人戦争,紅河の役をう

たった長詩 Sja'irの研究がある. Aantekemingen

opdeSja'irHe'mop(Sja'irKompaniWelanda

berperangdenganTjina.T.B.G.82(1948).bl.

21ト257.これはルスコニの翻字 した学位論文 G.Ru･
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sconi,Sja'irKompaniWelandaberperangdengan

Tjina.Utrecht.1935.212blz.に補注を付 したも

の,両者ともに歴史書としては扱い得ぬかも知れぬが,

事実を側面から眺めることが出来る興味深いものの一

つといってよい｡ケルンはこのような傾向のものに興

味を持っていたらしく長生していたら,更に多 くの労

作を世に問うたのであろうとその早逝は惜 しまれるっ

16世紀はじめスマ トラ西北端に成起 したアチェ王国

に関する史書であるアチエ物語 HikayatAtjehにつ

いては生田滋氏が東洋学報に批評紹介 (Vol.43.pp.

602-606)をしているので,それによられたい｡

アラビア詩の模倣であるシャイルには歴史事実をう

たった長編が多いが (先述のバタビアシナ人戦争のシ

ャイルもその一例)近年マラヤ大学のスキンナ～がロ

ンドン,ライデン両大学所蔵の二写本を校合 してオラ

ンダ東インド会社の17世紀中葉におけるマカツサル攻

撃をうたったシャイルを翻字,英訳 した｡この戦争につ

いては F.W.Stapel,1879-1957の学位論文ボンガ

ヤ条約 HetBongaaisVerdraag,Groningen,1922

247blz+ivがあり, また時の総督スペー ルマンの伝

記も彼によって B.K.Ⅰ.誌94(1936)に発表されてい

る｡ (単行本としても発売)これら史書と詩との比較

研究はまた興味あることと思われる｡

言語学関係紀要には次の如きものがある (除ニュー

ギネア)o

G.Maan,ProevevaneenBulische(南ハルマ

へイラ)spraakkunst.1951.160blz.〔Ⅹコ

J.Wits,Hetpassievewerkwoordindelndo･

nesischetalen.1952.vii+247blz.〔ⅩⅠⅠ〕

E.M.Uhlenbeck,DesystematiekderJavaa-

nschePronomina,1960.viii+63blz.〔ⅩXX〕

地理関係としてはA.Teeuw,Lombok,Eendia一

lect-geografischestudie1958.vii+247blz.〔ⅩⅩⅤ〕

一種のみであり,法律,慣習法関係には次の3点が数

えられるっ

∫.∫.Dormeier,Banggaisch(モルッカ海中の島

峡群)adatrecht,1947.vii+306blz.〔ⅤⅠ〕

G.W.∫.Drewes-P.Voorhoeve.AdatAtjeh.

Reproducedinfacsimilefromamanuscript

intheIndiaOfficeLibrary.1958.47p.In-

troductionandnotes.174p.〔ⅩⅩⅠⅤコ

HanBingSiong,An outlineoftherecent

historyoflndonesianCriminalLaw.1961.

75p.〔ⅩⅩⅩⅠⅠ〕

慣習法についての記述は後に譲るが,インドネシア

地域以外の研究については次の如きものがある｡

J.Brugman,DeBetekenisvanbetmohamm-

edaanserechtinbethedendaagseEgypte.

1960.215blz.lXXVIII]

SilvaW.deGroot,Van isolatienaarinte-

gratie.DeSurinaamseMarronsenhunaf-

stammelingen.offici芭ledocumentenbetre-

ffendedeDjoeka'S(1845-1863).1963.vii+

100blz.亡ⅩLI〕

最後に,今次大戦まであまり研究の行なわれなかっ

たニューギネア (イリアン)は,近年民族学研究のフ

ィール ドとして (cf.∫.Pouwef,New Guineaas

aFieldforEthnologicalStudy.BKI117(1961).

(pp.ト24)あるいは帰属未定期間中行政上の要請から

言語調査,はまた言語教育が行なわれた｡(cf.H.K.∫.

Cowan,Voorlopigeresultatenvaneeれambtelijk

taalonderzoekinNieuwGuinea,DenHaag,1953,

∫.C.Anceaux,Dehuidigestandvanbettaa1-

0nderzoekopNieuwGuinea'SWesthelft.BKI.

109(1953)･blz･231-49)これら業績の大要は Bang-

kok太平洋学術会議に提出された報告を見れば,近年

如何に多 くの努力が傾倒されたかが判明する｡Anth-

ropologicalresearchinNetherlandsNewGuinea

since1950.BytheBureauforNativeAffairs.

Oceania.Vol.29(1958-59).pp.132-163.Oceania

Monographs.No.10,1959.

研究所紀要にも若干の業績があるので次に概述す

る｡

G.∫.Held,Waropenseteksten(Geelvinkbaai,

NoordNieuw-Guinea)1956.xvi+400blz.

〔ⅩⅩ〕

H.MyronBromley,Thephonologyoflower

GrandValleyDani.Acomparativestructual

studyofskewedPbenemicPatterns.1961.

xvi+98p.〔ⅩⅩⅩⅠⅤ〕

∫.C.Anceaux,Thelinguisticsituationinthe

islandsofYapen,Kurudu,NauandMios-

num,NewGuinea.1961166p.⊂ⅩⅩⅩⅤ〕

∫.P.K.van Eechoud,Ethnografievande
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Kaoweraw6dj (Centraal Nieuw-Guinea).

1962.200blz.⊂ⅩⅩXVII〕

P.Drabbe,DrieAsmat-dialec†en,1963.vii+

236blz.⊂XLIIコ

∫.C.Anceaux,The Nimboran Language,

〔XLIII.〕(inpreparation).

ヘールフィンク湾内ヤーペン島対岸のワローペン人

の調査をしたへル ド教授,1906-1955は,はじめオラ

ンダ聖書協会の宣教師で転じて言語官,ジャカルタ大

学教授の職にあった人である｡早 く文法,語嚢等の研

究を発表し, Gramaticavan betWaroepenscll

(NederlandschNoordNieuw-Guinea).Ⅴ.B.G.

77･(1942).WoordenlijstvanbetWaroepensch

(Nederlandsch Noord Nieuw-Guinea)Ⅴ.B.G.

77(1942).次で民族誌的研究,PapoeasvanWaro-

pen.Leiden,1947(英訳 ThePapuasofWaropen,

TheHagne,1957.本研究書翻訳叢書),DePapoea,

CultuurinProvisator,DenHaag.1951等を行な

い,なお多 くの研究が期待されたが早逝 した｡彼のネ

クロロジーについてはJ.P.G.JosselingdeJong.

HerdenkingvanGerritvanHeld(1Juli1906-

28September1955).BKI112(1956).bl.343-を

参照｡研究所発表分の紀要は彼が1936年から40年まで

滞在中蒐集した民族語の原文にオランダ訳を付 したも

ので遺稿ともいえるものである｡またアンセウ博士は

オランダ言語学会に属するニューギネア研究の言語

学者,ニンボラン計画で有名なニンボラン地区の集約

的言語研究を行ない,ヤーペン島その他の言語調査も

行なった｡

エツヒオウトの中央ニューギネアカオウエラウェジ

の民族研究は,木次大戦勃発直前の1939年5月から翌

40年5月まで,警視として中央ニューギネアウイッセ

ル湖方面から--ルフィンク湾方面-の探検調査の際

の報告書 (ミメオ版)Verslagvandeexploratie-

tochtnaarCentraalNieuwGuineaのマンベラモ

河東岸スリネフエルの北に住するKaowerawedj部族

の民族誌的記述を印行したものという｡著者はその後

湖沼平原 Meer-vlakte方面の探検も行ない大戦勃発

による日本軍の進撃によって一時ニューギネアを退避

したが,戦後はまたまたニューギネア各地で行政に参

加 し,現地行政に最も通暁したオランダ人の一人であ

った｡1950年,14年間の勤務の後,本国に帰還 した

が,在任中の知識を盛った VergetenAarde.1951.

MetKapmesen KompasdoorNieuw-Guinea,

1953.WoudloperGods,1954などを著わ した と

いう (いずれも筆者未見)｡ その後 Rotterdam の

Nieuw-Guinealnstituut編の Vademecum voor

NederlandsNieuw-Guinea,1956.DenHelderに

は Secretarisとして該博な彼の知識が織り込まれて

いるが,惜 しくも1958年死亡 した｡

聖心会 ドラッベ師 のニューギネア言語研究,特に

Kamoro,Asmat,Awjoe,Marind等南西海岸地方

の言語研究に精力的な活動を続けていることは Stef･

enWu.rum,P.Drabbe'sStudyonthelanguages

ofSouth-WestNewGuinea.Antl一rOpOS,Vol.49

(1954).pp.299-304に詳しい｡

師は初め (1915年以来)任地タニンパル島の Ford-

at,Jamdeen語の研究に従事したが,1927年賜暇で

一時帰国した際 J.van Eerde教授の激励で民族学

的研究をも志 した｡ 1935年 ニューギネアミミカ区の

伝道に転じてからは南西ニューギネアの言語研究に従

事し,1948年一時帰国した際は永年にわたって収集し

た24の方言をユトレヒト大学 J.Gonda教授援助の下

に整理 し,続々として BKI誌,Oceania,Anthro-

pos.TijdchriftN-G.等の学術誌に論考を発表し

た｡その他本研究所から紀要のはか単行本としても成

果を問うている, SpraakkunstvandeKamoro-

taal,1953.111blz.SpraakkunstvanbetAghu-

dialectvan deAwju-taal.1957.viii+88blz.

KaetienWambon.TweeAwju-dialecten.1959.

186blz.

師の蒐集した資料は極めて多 くそれを整理 して J.

H.M.C.Boelaars師の TheLinguisticPosition

ofSouth-WesternNew Guinea,Leiden.1950.

が出ている程である｡なお師の労作に関しては拙稿,

オランダの西ニューギネア開発政策,アジア経済研究

所,参考資料 12.1962.pp.63-64および東印度にお

けるキリスト教宣教師の学的寄与,日本文化28(1950)

pp.79-80を参周せられたい｡

3. BibliographicalSeriesとTranslationSeries

研究所の近年の事業で特記すべきことは,過去にお

けるオランダ人の業績を宣揚せんと努力していること

であり,そのためには BibliographicalSeriesとし

て書誌解説的な叢書を設け,言語,歴史,民族誌的分
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野における論考を紹介 し,また通用皮の少ないオラン

ダ語で発表された名著を TranslationSeriesと名付

けて英語に移して世に送っていることである｡吾人に

とっては極めて便益をうけることの多い注目すべき仕

事であろう｡

A.BibliographicalSerieF.

1. P.Voorhoeve,CriticalSurveyofStudies

onthelanguagesofSumatra,1955.55p.

2. A.A.Cense- E.M.Uhlenbeck.Critical

SurveyofStudiesonthelanguageofBor-

neo.1958.82p.

3. P.Suzuki,CriticalsurveyofStudiesm

theAnthropology ofNias,Mentaweiand

Enggano.1958.97p.

4･ W･Ph.Coolhaas,A criticalsurvey of

studieson Dutch ColonialHistory,1960.

154p.

5･ A.Teeuw,A criticalsurvey ofstudies

onMalayandBahasalndonesia,1961.176p.

6･ J･Voorhoeve-Antoon Donice,Bibliogra

phieduN6gro-anglaisdu Surinam,1963.

viii+116p.

7･ E･M･Uhlenbeck,A criticalSurvey of

SudiesontheLanguageofJava.(inpre-

paration).

スマトラの言語を解説 したフォールフーフェは戦前

スマトラの言語官を勤め,現在はライデン大学図書館

東洋文書部勤務の士,ボルネオのそれを担当したセン

スはバンジャルマシンの年代記 DeKroniek van

Bandjarmasin.Santpoort,1928,176blz.でライデ

ン大学の学位を得たボルネオ研究の専門家,戦後 しば

らくインドネシア大学文学部長,後に学長を勤めてい

た｡ユーレンペックは DestructuurvanbetJav-

aanseMorpheem.VBG.78(1949).Bandoeng,

240blz.で Leiden大学の学位を得たジャワ語の専

門家,同じくインドネシア大学に勤務 したが現在はラ

イデン大学で言語学,Java語を講じている｡ テーウ

は同じくインドネシア語,マライ語の教授であり,彼の

この書については崎山理氏の紹介があるのを参照せら

れたい｡ (東南アジア研究3号 pp.105-106.)スマト

ラの外島,Nias,Mentawei,Enganoの人類学的業

績を解説 した Peter鈴木氏は 日系の二世と聞いたが

詳細を失念した｡

オランダ植民史文献の解説をしたコール-ース,18

99-はUtrecht大学教授,戦前東インドに勤務 した官

吏でH.T.Colenbrander,187ト1945,F.W.Stapel

1879-1957なき現在,オランダ植民史研究の第一人者,

戦後発表した論考20数編を数えるが, 近 くは colen-

branderの編 したクーン書簡集 J.P.Coen,Besch-

eidenomtrentzijnBedrijfinlndi色,1614-1629.

5Dln.Dl.6Levensbeschrijving.1934に,第 7巷

(1-2),2Dュn.1952-531943blz.を追加 し, また

目下東インド会社の一般報告書 GeneraaleMissiven

の校刊を行なって(全10冊の予定),既に1610-1638年

までの第一冊を刊行した｡ 1960.xxiv+782blz.

⊂R.G.P.104コ

B.TranslationSeries.

1. W.F.Stutterheim,StudiesinIndonesian

Archaeology.1956.xx+158p.

著者の経歴については既述 したが,研究所は翻

訳シリ-ズの第-に彼のボロブドールに閑する論

考以下文化史的論考 6篇を英訳して収めている｡

周知の様にボロブドールに関してはN.G.Krom,

1883-1945,T.vanErpらの大著,Bescbrijving

vanBarabudur.1920-1921.があるが, それは

浮彫や構造自体の研究が中心で,名称,形態,磨

史的意義に関しては研究不足であった｡著者は歴

史考古学者としてこの方面に 目を向け,1929年

Bataviaで単行本として刊行したが,本書にはそ

の英訳を収めている｡なおまた,各種雑誌に発表

した

Some remarksonpre-Hinduisticburial

customson Java,A thousand yearsold

professionintheprincelycourtsonJava,

AnancientJavaneseBhimacult.Animp-

ortantHindu-Javanesedrawingoncopper

等を収めている｡

第2にはHeldのThepapuasofWaropenが収

められているが,これに関 しては既述 したC

3. W.H.Rassers,Pa自ji,theculturehero;a

structuralstudyofreligionin Java,1959.

ix+304p.

ジェンガラの王子パンジーの行跡を中心とする

パンジー薄は,ジャワ人の民族性,思惟を知るU_)



に重要な民族文学であるが,ラッセルス,1877-

はライデン大学の学位論文にこれをとりあげた,

DePandjトRoman,Antwerpen,1922.ただし

この翻訳は学位論文のそれではな く,B.K.Ⅰ.そ

の他学術誌に発表した演劇関係,クリス (短剣)

など論考の英訳である｡著書はかつてライデン民

族博物館長を勤めた文化人類学者｡

4. Th.Pigeaud,Javainthefourteenthcen･

tury.Astudyin culturalhistory,5Dln.

1960-63.

マジアバイ ト王朝最盛期の王-ヤムウルク頒徳

のため宮廷詩人プラパンチャが1365年捧げたとい

う Nagara-Kさrtagamaは14世紀ジャワの社会

状態,王朝の支配形態など当時の東南アジアを知

る最重要な史書として著名である｡初めこの種子

葉に記された写本が, 1894年11月 J.Brandes,

1857-1905.によってロムボク島のバ リ王家Cakra

Negara秘庫中に発見されるや,彼はまずその翻

字を1902年のバタビア学芸協会紀要 (Ⅴ.B.G.54)

に発表した｡その後 H.Kernはオランダ訳に従

事 し,若干の注を付 して1903年から14年までの

DelndischeGids誌や, BKI誌に分載発表し

た, これは後 に博 士 の全著作集 Verspreide

Geschriften仝15冊 (補遺,索引を加えて17冊,

1913-36)中の7,8巻にOud-JavaanscheLof-

dichtN孟garakrt五gamavan prapa缶ca,1365

A.Dり1917-18.として収められて,本研究所か

ら刊行された｡ しかし博士の訳は窓意の改訂が行

なわれて問題が多いというので研究所ではその新

訂版をN.∫.Krom 教授に曝 して出版 した (1919

年)｡ その後ジャワの碩学 Poerbatjaraka博士

(先般逝去 した)など新 訳を試みる人もあった

が, (cf.AanteekeningenopdeNagarakrt-

agama.BKI.80,1924)クロム博士の訳も絶版

で入手困難になっているので,研究所は新たにジ

ャワ語の権威,ライデン大学図書館東洋文書部の

ピジヨウ博士に嘱して新訳,原典の秩字,補注,

語乗,索引等5大冊の出現となった｡博士はジャ

ワ語辞典,文学関係の論著も多いこの著作をなす

に最適の人の一人である｡ちなみにナ～ガラクル

タガーマの原文書は現在ライデン大学 Legatum

Warnerianum 文 庫 CodexOrientalis5023

として保存されている0

5. F.D.K.Bosch,Selected studiesinlndo-

nesianArchaeology.1961.203p.

著者 (1887-)はもとライデン大学東南アジア

古代史,考古学の教授,永らく東インドの考古局長

としてインドネシア歴史考古学の調査を行なった

人であるっ手もとに本書がないので具体的に内容

を述べられないのを遺憾とする｡

6. HansSc拍rer,Ngajureligion.Thecon･

ceptionofGodamongaSouthBorneopeo-

ple.1963.xv+229p.

Sch盆rer,1904-1947の学位論文 DieGottes-

ideederNgadjuDajakinS也d-Borneo,Le-

iden.1946.を英訳 したもの,著者は7年間,宣

教師として NgadjuDajakの部落に入り,彼ら

の宗教,社会を研究 したが早逝 した｡本書はスタ

ンフォー ド大学 RodneyNeedbam が英訳 し,

P.E.deJosseling deJong教授が序文を付

している.

7. G.C.Vergouwen,Thesocialorganization

andcustomaryLaw oftheToba-Batakof

NorthernSumatra.(inpreparation).

おそらくHetRechtslevenderToba-Bata-

ks.DenHaag.1933の翻訳であろう｡バタクの

一部はキリスト教の流入によって生活の激変をみ

たので,部族内の差異は相当甚だしいものがある｡

4.慣習法集成

オランダはインドネシアを統治するに当たり,彼ら

の価値判断,思弁方法に関する理解を欠除 していて,

多 くの困難に遭遇 した｡それはイスラム法 (フクム)

とは異なる法概念である｡その研究史についてはホレ

ンホーフェンの ｢慣 習 法 の発見｣Deontdekking

vanbetadatrecht.1928(仏訳あり)に譲り,詳説

しないが,とにか くイギリス人の中間統治時代を経て

19世紀後半から開始されたといってもよい学 問であ

る｡しかもそれが科学的に大成され,体系化されたの

は G.A.Wilken,1847-91にはじまり,C.Snouk

Hurgronje1857-1936を経て今世紀初め以来ライデ

ン大学に C.vanvollenhoven,1874-1933を迎えて

からであるO ウィルケンは宣教師 N.P_Wilken,

1813-78.の家庭に生まれ, メナ ド, 中部スマ トラ等

に官吏として勤務 した後,1885年から死に至るまでラ
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イデン大学にあってインドネシア慣習法,社会学,原

始宗教等を 研究 したO その全業績は死後編纂された

F.D.S.van Ossenbruggen.(ed.)Verspreide

Geschriften.4dln.Semarang.1912.に詳 しいっ

さらに,慣習法と回教法を研究 し,その学識を原住

民行政に適用 して名声をあげた人にスヌック･フルフ

ロニ工がある｡彼はライデン大学でアラビア学者 M.

∫.deGoeje,1836-1909に学び, HetMekkaan-

scheFeest,1880で学位を得たが,自ら回教徒の中に

入って彼等の生活のうちに民族精神,言語を学びとら

んとし,オランダ領事 J.A.Kruytに随伴 して Jid-

dahに至り, 1885年 Abd-aトGhaffarと変名 して

Mekkaに潜入,数か月滞在 して民情を視察 し帰国 し

たo Mekka,metBilderatlas.Haag.1888-89.

2bd.(その第二巻は Mekkainthelatterpartof

the19thcenturyとして J.H.Monahanにより英

訳刊行をされている01931年)はこの時の研究成果で

ある01889年迎えられてオランダ東インド総督府の原

住民事務局長となり,前後17年間その職にあってイン

ドネシア社会の宗教,政治,文化運動を研究 し,回教

Ilf界の動向を捉え,総督に助言する業務に従事 したゥ

彼のこの事務局に迎えられた頃,スマ トラ西北端の回

教王国アチエーはオランダ政府に対 して死闘を繰 り返

しており,その適切な献策とファンホイツ将軍の平定

作戦によって,30年にわたり政府を悩 したさしものア

チエーも帰順 したといわれている｡その著 DeAtje-

hers.Leiden,2Dln.1893-94(英訳 0'sullivan,The

Achinese.Leiden.1906)はその間の調査にもとづ

いて完成された金字塔といってよい｡彼はつづいて隣

接の民族ガヨ人の研究を 行ない HetGajoland en

zijnebewoners.Batavia,1903.を著わ しているっ

1906年帰国,まもな くライデン大学アラビア語教授に

就任,1927年,弟子 A.∫.Wensinckに職を譲るま

で研究と後進の養成に従事 したO彼は巾広い東洋学者

で本研究所の理事長を勤め (1918-20)あるいは欧の

東洋学者を叫合 して1925年 ActaOrientaliaを創刊

している｡ なお,その全著作は A.J.Wensinckの

編 した VerspreideGeschriften.6dinin7.1923-

26.Bonn,Leipzig.xiv+3125blz.に収められて

いる｡

インドネシア慣習法といえば,先ず想起されるのは

その大成者 C.vanVollenhovenであろうっ 実に彼

の30年にわたる調査,資料蒐集,体系化,更に多 くの弟

子の養成によっていわゆるライデン学派の成立となっ

たのである｡彼の努力によって1909年当研究所内に設

けられた CommissievoorhetAdatrechtは1911

年以降次々と慣習法集成を刊行 し, 彼の死後も Van

Ossenbruggen によって刊行されて現在までにイン

ドネシア各地,フイリッピン,マライ半島,ニューギネ

了等45冊の刊行を見ている｡かつて39巻までの索引が

東亜研究所第四部(堀野雅昭担当)から蘭印慣習法総目

吹 (部内参考用)として翻訳, 印書 されたことがあ

る｡この集成は,同じく彼の指導の下に1914年以降植

民研究所 (現熱帯研究所)から刊行された Pandec･

tenvanhetAdatrecht.9dlninlOと共に,インド

ネシア慣習法研究の宝庫と称 してよい｡なお,彼には

AdatrechtvanNederlandsch-Indi毎.3din.Leid_

en.1918-32の主著の他,慣習法の誤認 Miskennin･

genvanbetadatrecht1909.2ed.1925.慣習法小

解 EenadatwetboekjevoorheelNederlandsch-

Indie.1910.2ed.1925Delndonesieren zijn

grond･1919.2ed.1925.さらにまた慣習法以外の論

考を集めた論文集 Mr.C.vanVollenhoven'sVer-

spreideGeschriften.3dュn.Haarlem-DenHaag.

1935.等がある0

5. 人類学論集

1960年以来,文化人類学,社会学的論考 (必ず しも

全部が東南アジア関係とは限らず,また寄稿家 もすべ

てがオランダ人とは限らない)を編集 して,BKI誌当

該年度の第一分冊その他に収載,1964年第一一分冊まで

ⅤⅠ集,40編の論考を数えているっ

6. 研究所刊行物

その他研究所から発行された研究書,辞書類等は今

までに汗牛充棟もただならずという有様で,いちいち

列挙することは 出来ぬ程である｡ 既述のクーン書簡

莱,外交文書集成,ケルン全集等の他に思いつ くもの若

干を記せば,オランダ聖書協会 (N.B.G.)から派遣さ

れ中部セレベスに駐在 し多 くの論考を発表 したア ドリ

アニ師,1865-1926の蒐集,自由訳 したバレーの物語

が死後夫人 (J.G.H.Gunning教授の娘)により編

纂出版されている｡ N.Adrlani,Barge-Verhalen.

1932-33.2dln.同じく北部メナ ド方面ボラングモンコ

ンドゥの テキス ト, および語菓集は ドゥンネビエル

が編 しているっ W･Dunnebier,BolaangMongoれ-
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dowseteksten.1953.Bolaang Mongondwsch-

NederlandschwoordenboekmetNederlandsch-

BolaangMongordowschregister,1951.ジャワの

史書であるジャワ年代記はかつて J.∫.Meinsmaが

編 したことがあったが,近年W.L.01thofが新訂を

企てた｡J.J.Meinsma-W.L.01thof,BabadTa-

nah Djawiin proza,Javaansch Geschiedenis

lopendetotbetjaar1647derJavaanschejaar-

telling.1941.2dln.A.Teeuw.Registeropde

tekstenvertalingvandenBabadTanahDjawi.

1941.スマトラニアス島の史料では W.LSteinhart

師の Niasseteksten,1954がある｡

(Ⅱ) 図 書 館

研究所は購入,寄贈,交換等によって多数の関係図

書を蒐蔵 しており,1868年以来は東インド協会 (Indi-

schgenootschap,1854年,政治,経済方面に主力を

そそぐ姉妹団体として-ーグに設立)の図書をも併わ

せて,東亜を中心とする豊富な図書を蒐蔵 している｡

その目録は1908年以来正編補編計4冊となって出版さ

れ,なお新版も近 く出版の運びという｡

G.P.Rouffaer,-W.C.Muller

CatalogusderKolonialeBibliotheek vanbet

kon.Ⅰnstituutvoorde Taaト,Land en

VolkenkundevanNed.Indie,1908.x+1052

blz.

W.C.Mllller,1steSuIiplement〔1908-1913コ

1915viii+426blz.

2deSupplement〔1914-1925〕1927viii+458

blz.

3deSupplement〔1926-1935コ1937viii+493

blz.

4deSupplement.afl.1.Boekenoverlndo-

nesie.aft.3.Tijdschriften.

協会はまたマライ語, ミナンカバウ語,アチエ一語

の文書を所持 しており,かつてロンケルが B.K.Ⅰ.誌

に発表したが,これは冊子としても刊行された｡

Ph.S.vanRonkel,Aanvullingderbeschrij-

vingvandeMaleische-enMinangkabausche

handschriften,benevenseenAtjehsenhand

schrift1946.52blz.

また近 くは西欧語で書かれた協会所蔵,未刊校本の

目録も出版になったo

H.∫.deGraaf,Catalogusvandebandschrif-

teninwestersetalen,1963Ⅹi+172blz.

W.C.Mllller,Catalogusderland-enzeekaar-

tenvan-enuitgegevendoorbetKoninklijk

lnstituutvoordeTaaトLand en Veolken-

kundevanNed-Indiさ.1913

以上研究所の刊行物を中心にオランダの東南アジア

研究の状況を概観 した｡倉卒の間に纏めたので思わぬ

過誤,脱落,不備等のあることを恐れるが,幸いに宥

恕されたい｡なお,東南アジアに関する研究論考の多

く収 載される機関刊行物として オランダアカデミー

KoninklijkeNederlandseAkademievanWeten-

schappen,地理学協会 Koninklijk Nederlandsch

Aardrijkskundig genootscbap,その他の報告書に

関しても論及すべきであったが,それらについてはま

た別の機会に譲りたい｡ ⊂1964.8.8.渡商の日稿了コ

(追吉己)

本文101ページの言語学関係紀要に下記のものを補

足する｡

∫.C.Anceaux,TheWolioLanguage,Outline

ofgrammaticaldescriptionandtexts.1952.

93p. 〔ⅩⅠコ

Wolio語というのは, セレベスの 南東部ブー トン

島の南西岸にあるもとのスルタン領 kota Wolioを

中心に話されるインドネジア語系の言語である (約2

万5千)｡かって言語官E.∫.vandenBergが調査研

究をしたことがあったが,今次戦争で殺害され(1942)

原稿は失われた｡ 戦後アンショウ博士が, 近代教育

をうけた LaOdeManarfa (スルタンの息)や,

その妻 WaOdeDawia らの協力をえてまとめあ

げたのがこの書である｡

なおまた Buli語の文法を著わした Maanは, も

と-ルマへ-ラのユ トレヒト布教協会 (U.Z.Ⅴ)宣教

柿, ブリ語の辞桑を編したこともある｡ Boelisch-

NederlandscheWoordenlijstmetNederlandsch-

Boelischregister.VBG.74(1940).

このブリ語というのはインドネジア,メラネジア語

にまたがるインドネジア語系南- ルマヘ-ラ語の言語

で,約千人位の住民に話されているに過ぎぬが, 言 語

学的に興味深い位置を占めている｡
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